
投信ニュース 25年の新規設定リターン

2025年新規設定ファンド 設定来リターン上位10本

ナスダック・金先物投資型が首位
上場投資信託(ETF)を除く国内公募追加型株式投信は2025年に新たに284本設定された。設定日は異なるが、設定後の成績はおおむね好調。25年末時点の設定来リターンをランキングした。首位は1月に運用を始めたTracers NASD

AQ100ゴールドプラス」で7.7%上昇。米ナスダック100株価指数連動型の運用と金先物にそれぞれ純資産総額の100%相当額を投資する。米ハイテク株高と金格高騰の両方をばねに大幅上昇した。5月に設定された2
で6・1%上昇した。5位に入った「日本株Kaihouファンド」は投資助言者の名にちなんで「井村ファンド」と呼ばれ、本源的価値と株価に著しい開きのある銘柄に集中投資する。1月に運用を開始してからの上昇率は5割を超えた。(QUICK資産運用研究所

位のファンドも同じ運用内容
西本ゆき)

設定来
ファンド名称 (運用会社略称) リターン 設定日

1
Tracers NASDAQ100
ゴールドプラス

73.7 1/24
(アモーヴァ) %

NASDAQ100ゴールドプラス
2 67.1 5/16

(アモーヴァ)

しんきん日米半導体株ファンド
3 65.3 3/28

(しんきん)

iFree レバレッジ Zテック
4 20・2倍ブル 59.5 6/23

(大和)

fundnote 日本株Kaihouファンド
5 53.9 1/27

(ファンドノート)

6
グローバル・ロボティクス株式ファンド
(予想分配金提示型) 52.5 4/22

(アモーヴァ)

みずほサステナブルファンドシリーズ
7 ロベコ・スマート・エネルギー 50.5 3/3

(アセマネ One)

グローバル・ロボティクス株式ファンド
8 (為替ヘッジあり・予想分配金提示型)

(アモーヴァ)
39.2 4/22

(アムンディ・インデックスシリーズ)
9 38.9 4/18
日本・高配当株 (アムンディ)

10
JPM日本株式ハイ・インカム・ファンド
(年1回決算型)

38.1 4/14
(JPモルガン)

(注) QUICK資産運用研究所調べ。データは2025年末時点。
リターンは分配金再投資ベース
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